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 
｢学際性｣ とは何かを考察し､ 看護学教育とくに災害看護グローバルリーダー養成プログラム教育課程の各コンテン
ツが､ どの程度の ｢学際性｣ を有するかを評価する指数 (学際指数) を作成した｡ ｢学際｣ とは､ 科学のある領域とそれ
に対等な他領域との間もしくは境界に存在する領域のことを言い､ 両科学から同等にアプローチできる領域である｡ こ
れまで､ 看護学における ｢学際性｣ の研究で用いられてきた ｢学際性｣ は ｢専門職種間｣ のことであり､ 我々が求めて
いる ｢学際性｣ のことではない｡ 我々はDNGL養成プログラム教育課程に含まれる各種教育研究活動を､ ｢研究論文｣､ ｢学
会発表｣､ ｢プログラムが提供する講義｣､ ｢プログラムが提供する実習｣ および大学院生が参加する ｢講演会｣ の５項目
に分類し､ 各々の ｢学際性｣ を評価する指数を独自で開発した｡ 評価結果は､ 学際指数として10点満点で数値化した｡
	

We discussed what‘interdisciplinary’is in nursing education especially in the Disaster Nursing Global
Leader (DNGL) degree program. The purpose of this work was to develop an‘Educational Interdisciplinary Index’
(EII) in order to evaluate the degree of‘interdisciplinarity’provided by each educational content.
According to Collins dictionary,‘interdisciplinarity’is the‘quality or state of involving more than one
discipline’; this suggests a field where two or more scientific disciplines get together. Studies on‘interdisciplinarity’
in the nursing science have mainly been focusing on inter-professional collaboration, which is not helpful
enough to meet the sense of the term. We classified the education and research activities implemented in
nursing educational program into ５ categories:“research paper”,“presentation in academic meeting”,“lecture offered
by the program”,“practical work offered by the program”, and“participation in academic conference by graduate stu-
dents”. The degree of‘interdisciplinarity’of each category was evaluated according to a scale that we developed,























であり､ 本来なら ｢学際的な｣ と訳されるべき
用語である｡ 語源は､ ラテン語由来のdisciplina
(教育､ 学問､ 知識) の前にinter (２つ以上の
ものの間) が付いてできた合成語である｡ 『New
Oxford American Dictionary, Second Edition』
(Oxford University Press) によれば､ ｢of or
relating to more than one branch of knowledge.｣
とされ､ さらに､ 『ブリタニカ国際大百科事典
電子辞書対応小項目版』 (Britannica Japan








もってきた｡｣ と書かれている｡ 日本語の ｢学
際｣ という言葉は､ 『広辞苑 第六版』 (岩波書
店) によると､ ｢いくつかの異なる学問分野が
かかわること｡ ―的協力｣ とある｡ 関連語とし
て､ 名○ interdisciplinarityが 『リーダーズ英
和辞典 (第２版)』 (研究社) に掲載されており､
その日本語訳は､ ｢学際的研究､ 学際的研究の
もたらす多様性｣ とされている｡ 『Collins dictionary』
(http://www.collinsdictionary.com/) によれば､
interdisciplinarityは ｢the quality or state










化学 (biochemistry) は､ 生物学 (biology) と化










他方､ 例えば小児外科学 (pediatric surgery)
は小児科学と外科学の学際領域ではなく､ 小児
を対象とした外科学である｡ 同様に､ 発生生物









向がある｡ 例えば､ biological chemistry →
biochemistry や radiological chemistr →


















であるので ｢学際｣ とは考えられない｡ 災害看











が､ 研究の方向性､ 対象者､ 研究のプロセスや
方法論などが同じであったり異なっていたりす
るからである｡ ただ､ 免疫学､ 病原微生物学､
医化学 (生化学) などの基礎医学や公衆衛生学､





｢多様性｣､ ｢専門性｣､ ｢創造性｣ などの耳触り
のよい言葉は､ あまり実体がないにもかかわら
ず､ 高等教育の ｢理念｣ にしばしば掲げられて






















講義などに､ どの程度の ｢学際性｣ があるのか
を評価することはきわめて困難である｡ ちなみ
にGoogleを用いて ｢学際性｣ × ｢評価スコア｣
で検索しても19しかヒットしない｡ ｢学際性｣
を ｢学際度｣ に変えて ｢評価スコア｣ とクロス
検索しても265の結果に留まる｡ ｢学際度｣ ×
｢評価スコア｣ での検索結果も265であった｡








なかった｡ ｢学際｣ × ｢評価｣ × ｢指数｣ でも､
５文献が挙がるのみであった｡ PubMedにて ｢in-

















































育の最終到達地点である ｢研究論文｣､ 2 論文
公表に到る前段階の ｢学会発表｣､ 3 教育課程
で ｢プログラムが提供する講義｣ および 4
｢プログラムが提供する実習｣､ さらに 5 大学
院生が自主的に参加する ｢講演会｣ の５項目を
考えた｡ 評価結果は学際指数 (Educational






































































ḩ ὐ 10 
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表１ 研究論文の学際指数評価方法
非看護領域の研究者２名を含んだ全著者数5名で､ ICU患者を対象とした研究をAmerican Journal of
Critical Care誌に発表した場合｡ ５のパラグラフから成るDiscussion部分のうち２つに看護学以外の視点
からの記述がある場合｡ → 0.5+2/5×3+2/5×4+1+0=4.3
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